
県･

市
連
携
文
化
施
設
の

整
備
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す

県
と
市
で
は
、
老
朽
化
が
進
む
県
民
会
館
と
市

文
化
会
館
を
一
つ
の
施
設
に
再
編
整
備
す
る
た
め

｢

県･

市
連
携
文
化
施
設
に
関
す
る
整
備
計
画(

案)｣

を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
中
心
市
街
地
に
お
け
る｢

芸
術
文
化

ゾ
ー
ン｣

の
考
え
方
と
合
わ
せ
て
、
整
備
計
画(

案)

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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ペ
ー
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合
わ
せ

文化の力で地域を元気に
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秋
田
市
で
は
、
文
化
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
平
成

20
年
度
に
策
定
し
た｢

秋
田
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画｣

で
、｢

中
心
市
街
地
外
に
あ
る
既
存
の
教
育
文
化

施
設
に
つ
い
て
は
、
建
て
替
え
時
に
中
心
市
街
地
内
へ

の
整
備
を
優
先
的
に
検
討
す
る｣

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

ま
ち
づ
く
り
の
方
針
と
25
年
度
か
ら
行
っ
て
き
た
検
討

の
結
果
を
踏
ま
え
、｢

県･

市
連
携
文
化
施
設
に
関
す
る

整
備
計
画(

案)｣

で
は
、
同
施
設
を
現
在
の
県
民
会
館
が

あ
る
場
所
に
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

〝
芸
術
文
化
ゾ
ー
ン
〞
は
、
こ
の
県･

市
連
携
文
化
施

設
、
そ
し
て
同
施
設
の
整
備
を
前
提
に
活
用
を
検
討
し

て
い
る
旧
県
立
美
術
館
、
千
秋
美
術
館
や
に
ぎ
わ
い
交

流
館
な
ど
の
既
存
の
文
化
施
設
が
集
約
さ
れ
る
中
心
市

街
地
か
ら
、
緑
豊
か
で
歴
史
あ
る
千
秋
公
園
に
至
る
一

帯
を
さ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
各
施
設
の
特
色
を
活
か

し
な
が
ら
役
割
分
担
し
連
携
を
図
る
こ
と
で
、
文
化
活

動
を
行
う
環
境
を
整
え
、
市
民
が
日
常
的
に
芸
術
文
化

に
触
れ
、
憩
え
る
空
間
と
し
て
充
実
さ
せ
る
も
の
で
あ

り
、
コ
ン
セ
プ
ト
と
す
る

が
、〝
芸
術
文
化
ゾ
ー
ン
〞
の
め
ざ
す
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
旧
県
立
美
術
館
は
、
芸
術
文

化
の
交
流
施
設
と
し
て
の
活
用
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

長
期
間
に
わ
た
る
演
劇･

舞
踊
舞
踏･

ア
ー
ト
作
品
の
創

作
の
場
、
市
民･

文
化
団
体
に
よ
る
文
化
活
動
の
展

示
、
創
作
過
程
の
公
開
な
ど
、｢

創
造｣｢

活
動｣｢
交
流｣

先
に
も
触
れ
た
と
お
り
、
県･

市
連
携
文
化
施
設

は
、
25
年
度
以
降
、
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、
県
と
市
が
整
備
構
想
、
基
本
計
画
、
整
備
方
針
を

順
次
策
定
し
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
整
備

計
画(

案)

は
、
今
年
度
実
施
し
た
文
化
団
体
や
県
民･

市

民
と
の
意
見
交
換
会
で
の
声
を
反
映
さ
せ
、
整
備
方
針

を
よ
り
具
体
化
し
た
内
容
に
ま
と
め
ま
し
た
。

そ
の
基
本
目
標
は
、

と
し
、
施
設
の
役
割
に
は｢

文
化
創
造
に
向
け
た
取
組

の
活
発
化｣｢

文
化
に
触
れ
る
機
会
の
拡
充｣｢

人
が
集
う

『
場
』
を
創
出
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献｣

の
３
つ
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

魅
力
あ
る
空
間
の
創
造

芸
術
文
化
ゾ
ー
ン

｢

千
秋
公
園
を
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
た

魅
力
あ
る
芸
術
文
化
の

香
り
高
い
空
間
の
創
造｣

｢

秋
田
の
文
化
力
を
高
め
、

文
化
の
力
で
地
域
を
元
気
に
し
て
い
く｣

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る｢

発
信
型｣

の
施
設
と
し
て
位
置

づ
け
、〝
芸
術
文
化
ゾ
ー
ン
〞
を
充
実
さ
せ
て
い
く
予
定

で
す
。

現在の県民会館がある場所に建設された場

合の、県･市連携文化施設の整備イメージ図

＊最終的な施設配置や外観は、今後の設計

段階で示していきます。

地域の活性化に貢献する
県･市連携文化施設



｢

県･

市
連
携
文
化
施
設
に
関
す
る
整
備
計
画(

案)｣

と

｢

芸
術
文
化
ゾ
ー
ン(

旧
県
立
美
術
館
の
利
活
用
を
含

む)｣

に
対
す
る
ご
意
見
を
、
11
月
７
日
(月)
ま
で
募
集
し

て
い
ま
す
。
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
個
人
情
報
を
除

き
、
原
則
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。

資
料
閲
覧
場
所
▼
市
役
所
１
階
の
市
民
の
座
、
４
階
の

企
画
調
整
課(
同
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も)

、
各
市
民
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
駅
東
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
市
文

化
会
館

意
見
の
提
出
方
法
▼
資
料
閲
覧
場
所
に
あ
る
回
答
票
に

必
要
事
項
を
書
い
て
、
そ
の
場
の
回
収
箱
に
投
函
し
て

く
だ
さ
い(

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
も
可)
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ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す

■整備スケジュール

県･市連携文化施設に関する整備計画(案)のイメージ

現
在
、
県
民
会
館
が
あ
る
場
所
に
県･

市
連
携
文
化
施

設
を
建
設
す
る
場
合
、
県
民
会
館
を
使
用
で
き
な
い
期

間
が
、
平
成
30
年
度
の
解
体
か
ら
約
４
年
間
あ
り
、
利

用
者
に
は
ご
不
便
を
お
掛
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
対
応
と
し
て
、
県
と
市
で
構
成
す
る｢

市
文
化

会
館
利
用
調
整
会
議｣

で
、
市
文
化
会
館
の
利
用
方
法

に
つ
い
て
協
議
す
る
と
と
も
に
、
県
立
武
道
館
や
県
内

他
市
の
文
化
施
設
の
利
用
促
進
も
図
っ
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

市
文
化
会
館
は
、
県･

市
連
携
文
化
施
設
に
そ
の
機

能
が
継
承
さ
れ
た
時
点(

平
成
34
年
度
以
降)

で
、
基
本

的
に
は
解
体
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

３ 広報あきた　平成28年10月21日号

建
物
は
、
地
上
３
階
、
地
下
２
階
で
、
お
も
な
施
設

機
能
と
し
て
は
、
２
千
席
を
有
す
る
高
機
能
型
ホ
ー

ル
、
800
席
の
舞
台
芸
術
型
ホ
ー
ル
の
ほ
か
、
研
修･

会
議

室
、
リ
ハ
ー
サ
ル
室
な
ど
を
備
え
て
い
ま
す
。
事
業
費

は
、
県･

市
合
計
の
推
計
額
で
、
整
備
費
が
約
200
億
円
、

運
営
管
理
費
が
年
間
約
４
億
円
で
す
。
整
備
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
、
下
表
の
と
お
り
で
、
平
成
34
年
度(

２
０
２
２

年)

開
館
の
予
定
で
す
。

整
備
計
画(

案)

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
み
な
さ
ん
の

ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
そ
の
意
見
を
踏
ま
え
、

次
の
段
階
と
し
て
基
本
設
計
に
着
手
し
ま
す
。
よ
り
利

用
者
の
目
線
に
沿
っ
た
使
い
や
す
い
施
設
と
す
る
た

め
、
今
後
も
関
係
者
と
の
意
見
交
換
の
場
を
設
け
る
ほ

か
、
幅
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
取
り
入
れ

て
ま
い
り
ま
す
。


